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熊本地震の時、子どもを預かる状況でな
かった保育園において、地域の方々と一緒
になりながら炊き出し等を行い、全国の保
育団体より紙おむつ・ミルク・ブルーシー
ト等多くの救援物資が送られ一番必要な方
たちに配布された。全国的なネットワーク
を持つ施設を活用するべきだと思う。

大規模災害時の弱者のための緊急避難場所
として、市内幼稚園・保育園を避難場所と
指定してはどうか？

東日本・熊本において、大規模災害が発生
した時、避難場所における乳幼児を持つ世
帯及び、障がい者にとって安心を確保する
場所ではなかった。元気な大人たちが一番
良い場所を取り、気を使いながらプライ
ベートも確保されない状況を見てきた。

霧島市と施設が協定を結ぶことにより、住
んでいる近くの避難場所を、把握しておく
ことができる。
施設においては、乳幼児用のトイレ及び、
沐浴室・授乳室・保健室・調理室・子供が
活動できるスペースと玩具等を備えてい
る。

無

施設の指導監査において。地域及び市と災
害時の協定を結んでいるかと、チェック項
目があるが、２年前から霧島市にお願いし
ているが、未だに回答がない。
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